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Web 上で動作する化学式、化学反応式入力用のインターフェースを開発した。 
利用者はパレット上からパーツを選択し、適宜編集しながら式を入力する。なお、

入力情報はテキストとして出力され、加工、解析が行える。 

適 応機種名 DOS/V 

 O S 名 Windows 

 ソース言語 Action Script(Macromedia Flash) 

 

 環    境 

 周 辺 機 器  

具 体 的 方 法  

流 通 形 態 
（ 右 の い ず 
 れ か に ○ 
 を つ け て 
 く だ さ い ） 

・日本コンピュータ化学会の無償利用 
 ソフトとする 
・独自に頒布する 
・ソフトハウス、出版社等から市販 
・ソフトの頒布は行なわない 
・その他     ・未定 
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【 はじめに 】 
 e-learningシステム上で問題演習を行う場合、入力装置としてキーボードやマウスを利用する都合上、

解答欄に単語を入力する、選択肢の中から適当な単語を選ぶといった形式の問題が用いられる。実際に、
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我々も Web 上で化学に関する問題演習等を行っているが、添え字すら入力できない現状では、たとえ

ば生成するイオンのイオン式すら多肢選択型もしくはキーボードから入力可能なある特定の形式で入

力するよう学習者に強要しているのが現状である。もちろん、化学式の入力のみを行うのであれば、市

販の数式エディタなどがあるが、これらはあくまでも式を美しく書かせることが目的であり、生成され

た式を解析可能な形に変換し、他のプログラムで利用できるように出力する機能は持っていない。した

がって、これらのプログラムで作成された式は、コンピュータ上で採点するといった処理には用いるこ

とができない。そこで今回、Web 上で利用可能であり、なおかつ外部プログラムへのデータ出力機能を

もった化学式入力用のインターフェイスを開発したので報告する。 
 
【 インターフェイスの概要 】 
 本インターフェイスは Web 上での利用を考慮し、

Macromedia Flash MX を用いて実装した。本インターフェ

イスを用いた Web ページとデータの流れの概念を図１に示

した。本インターフェイスは問題文とともに Web ページ上

に貼り付けて使用する。学習者は必要な部品を一覧の中から

選択する形式で化学式を構築する。元素記号は周期表様の一

覧表から選択するようになっており、本インターフェイスを

利用することにより、元素の周期表上の相対的位置関係を繰

り返し確認できるようにした。配置した部品は移動および削

除が可能であり、学習者はマウスの操作により式を整形して

ゆく。入力された部品は、その相対的な位置に従って随時

TeX 様の文字列に置き換えられ、Javascript で記述された

関数を経由して、Web ページ上の指定された入力欄に出力

される。この文字列を外部プログラムで処理すれば、出題 
者はさまざま情報を得ることができる。          図１ 本インターフェイスを用いた 

Web ページの構造 
【 おわりに 】 
 本インターフェイスは現在入力のみを行う仕様であり、出力データの正規化、入力内容のチェックお

よびフィードバック等は全て外部処理となっている。誰もが気軽に利用できるようにするためには、こ

れら諸機能の内包、既存 LMS（Learning Management System）上で利用できるような機能の付加が

必要と思われるが、本インターフェイスにより e-learning 等における入力方法を拡張することができ、

より多くの情報量が得られる問題演習システム構築の一助になるものと考えられる。 


